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【2018年8月11日～2018年8月17日までの推移】
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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル・対円ともに上昇し

ました。トルコの2年国債金利は低下しました。

トルコ中央銀行は13日（現地、以下同様）、支払準備

率引き下げなど市中銀行の流動性を支援する一連の

措置を発表しました。エルドアン大統領は15日、カ

タールから150億ドルの投資を取り付けました。アルバ

イラク財務相は16日に、世界各国の投資家やエコノミ

スト向けの電話会議を開催し、国内銀行は健全だと強

調し、市場で懸念されていた資本規制を否定しました。

これらの一連の動きが市場に一定の安心感を与えま

した。ただ、格付会社のS&Pグローバル・レーティング

とムーディーズ・インベスターズ・サービスはいずれも

17日に、トルコの国債格付けを引き下げました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週のトルコ市場は、イスラム教の犠牲祭のため休

場です。

トルコと米国の関係を巡っては、トルコは米国産の乗

用車、アルコール、たばこなどに対する関税を2倍に

引き上げた一方、米国側は米国人牧師の解放に関し

て追加制裁をちらつかせています。20日には、在トル

コ米国大使館に向けて発砲事件が発生するなど、両

国の関係は引き続き緊張しています。連休明け後も、

トルコ市場は予断を許さない状況が続きそうです。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


